
アクサ損害保険株式会社 福井センター 

取組内容詳細 及び 現地調査状況 

 

１．ごみの削減・再資源化の推進 

・社内資料や会議資料のペーパーレス化 

 会議室ではパソコンをモニターに繋ぎ、資料等を供覧。 

  ・ＯＡ用紙などの裏面の利用 

  ・使用済封筒やファイルなどを社内便などに利用 

・シュレッダーなどの紙ごみをリサイクル業者へ引き渡し 

・書類をスキャンし電子化、画面上での事務処理、保存 

・契約状況など全てデータで管理し、顧客対応部門において、モニター上で確認して対応。 

DXを活用したペーパーレス化の促進。 

 

３．事業所ごみの再使用、再資源化の推進 

  ・ごみ分別表を排出場所や回収容器等に掲示し、従業員等へ啓発 

  ・事業所内で使われていない備品・消耗品を他の部署などで再使用できる仕組みづくり 

  ・飲料容器（びん・缶・ペットボトル等）ごとの回収箱を設置し、個別に回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．使い捨て用品の使用自粛 

  ・紙コップの設置を廃止し、タンブラーの使用を促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

６．オフィス内の分別回収の実施 

  ・使用済み製品や資源物（缶、びん、ペットボトル）、インクカートリッジなどを実施 



９．オフィス内のごみ発生量等の把握 

  ・アクサグループ全体で年度ごとに発生するごみ量や CO2排出量等を集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．環境への負荷が少ないシステムの導入 

  ・通勤時の自転車利用、ﾊﾟｰｸ＆ライド等、公共交通機関利用の促進 

・全ての照明にＬＥＤを採用 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．環境に配慮した商品の購入又は製造・販売 

  ・エコマーク製品やグリーンマーク製品、グリーン購入法に基づく文具・事務用品等を購入 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．社会貢献活動等の実施 

  ・会社周辺や福井県庁のお堀周りなどで清掃活動を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１３．その他の３Ｒ推進に関する取組 

  ・社員から古着を回収し、必要な社員へ共有または外部へ寄付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・社内に環境問題ついての従業員リソースグループ（ＥＲＧ）を結成。 

ＥＲＧ主導でごみの削減（コンポスト使用）について社員へ啓蒙するなど、 

地球温暖化や自然災害等の課題解決に向けて活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・「ふくい SDGｓパートナー」に登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「なつやすみコンポスト大研究」 

子どもたちが夏休みの自由研究で、生ごみをコンポストで堆肥にし、野菜づくりまで

取り組むことで、生ごみの栄養循環を体験できる企画を社員に推進・購入を補助。 


